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医療政策室・ライティングセンター共催セミナー 

「AI が論文を書けるか?!」を開催 

 

ChatGPT のリリース以降、生成系 AI の活用が世界中で急速に広がっていま

す。大学の教育・研究現場でもその活用が進んでいますが、適切な活用方法に

ついては議論が必要です。本学では、生成系 AI の仕組みやメリット・デメリッ

ト、情報リテラシーを理解し、様々な場面で活用する能力を身につけるととも

に、進化する AI 技術の知識と求められる能力を絶えず向上させることを基本

方針としています。 

このセミナーは、最新の生成 AI 技術の可能性と限界、そして学術研究におけ

る適切な使用方法について理解を深めることを目的としています。最新の生成

AI ツールの長所短所を比較検討し、研究と論文執筆における生成 AI の活用と

倫理的配慮について議論します。 

 

◆日時・会場 

 【東広島キャンパス】 

  日時：2024 年 10 月 22 日（火）15:30-17:00 

  会場：ミライクリエ 2 階大会議室&オンライン 

使用言語：日本語 

 【霞キャンパス】 

  日時：2024 年 10 月 23 日（水）17:30-18:30 

  会場：医学部第４講義室 

使用言語：日本語 

◆講師：トム・ガリー（Tom Gally） 

     東京大学名誉教授、同大学グローバル教育センター特任教授 

◆対象：広島大学の研究者 ※大学院生も参加可 

◆事前申込：必要（チラシの QR コードよりお申し込みください） 

◆当日の取材：可能（セミナーの傍聴、講師や受講者へのインタビューなど）。

ただし、講師へのインタビューはセミナーの直前と直後をお避けください。 

なお、取材をご希望の際は、以下のお問い合わせ先へご連絡ください。 
 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学ライティングセンター 

未来共創科学研究本部 研究戦略部 研究戦略推進部門

（ライティングセンター担当：荒木） 

TEL: 082-424-4469 

Email: wrc-research@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



医療政策室・ライティングセンター共催セミナー
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日時・会場

申込み・問合せ：広島大学ライティングセンター Registration: www.hiroshima-u.ac.jp/wrc/
未来共創科学研究本部 研究戦略推進部門（ライティングセンター担当） E-mail: wrc-research@office.hiroshima-u.ac.jp

対象：広島大学の研究者 ※大学院生も参加可

対面参加のみ新任教員研修プログラム対象

この3つのセミナーでは、研究と学術論文執筆における生成AIの活用と倫理的配慮について議論します。東
広島キャンパスでは日本語で90分のインタラクティブなセッションを行い、一般的な学術論文執筆における
生成AIの利用と課題を探ります。霞キャンパスでは、医学分野に特化した内容で、日本語と英語で各60分の
セッションを実施します。すべてのセッションにおいて、最新の生成AIツールを紹介し、それぞれの長所と
短所を比較検討します。これらのセミナーを通じて、参加者は最新の生成AI技術の可能性と限界、そして学
術研究における適切な使用方法について理解を深めることができます。

東広島キャンパス

2024年10月22日（火）【日本語】15:30 - 17:00
会場：ミライクリエ2階大講義室＆オンライン

霞キャンパス

2024年10月23日（水）
【英語】15:30 - 16:30 【日本語】17:30 - 18:30
会場：医学部第4講義室 ※英語と日本語の講演内容は同じです。

トム・ガリー Tom Gally

東京大学大学院総合文化研究科・教養学部の教授として、アカデ
ミック英語プログラムの開発・運営に携わった。現在は東京大学
名誉教授、同大学グローバル教育センター特任教授。学術リテラ
シーの視点から、大学における英語教育と機械翻訳・生成AIの問
題について情報発信を行っている。個人サイト： gally.net

Part 1「研究・英文論文執筆などにおける生成AIの活用」
Part 2「研究者はどこまで生成AIを使用可能であるか」

「学術論文執筆における生成AIの活用と倫理的配慮」

東広島キャンパス

霞キャンパス＜医系科学研究科・病院合同FD＞

参加登録はこちら


